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◎
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
対
照
表 

○
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
□
抄
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

□
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

修 
 

 

正 
 

 

後 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

修 
 

 

正 
 

 

前 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
□
平
成
六
年
法
律
第
百

十
三
号
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 
 

 
 

□
第
二
節 

適
正
か
つ
円
滑
な
流
通
の
確
保
に
関
す
る
措
置 

 
 

 
 

 
 

第
一
款 

生
産
調
整
方
針
□
第
五
条―

第
七
条
□ 

 

目
次
中 

 

第
一
款
の
二 

米
穀
の
出
荷
又
は
販
売
の
事
業
を
行
う
者
の
遵 

 
 

 
 

 
 

第
二
款 

米
穀
安
定
供
給
確
保
支
援
機
構
□
第
八
条―

第
十
七 

 
 

 
 

 
 

第
三
款 

米
穀
価
格
形
成
セ
ン
タ
□
□
第
十
八
条―

第
二
十
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

□
第
二
節 

需
要
に
応
じ
た
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
三
節 
適
正
か
つ
円
滑
な 

守
事
項
□
第
七
条
の
二
・
第
七
条
の
三
□ 

を 
 

第
一
款 
米
穀
の
出
荷
又 

条
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
款 

米
穀
等
取
扱
事 

条
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□ 
 

 

第
三
款 

米
穀
安
定
供
給 

産
の
推
進
□
第
五
条
・
第
五
条
の
二
□ 

流
通
の
確
保
に
関
す
る
措
置 

は
販
売
の
事
業
を
行
う
者
の
遵
守
事
項
□
第
六
条
・
第
七
条
□ 

業
を
行
う
者
に
よ
る
米
穀
の
円
滑
な
流
通
の
確
保
に
資
す
る
措
置
等
□
第
八
条 

確
保
支
援
機
構
□
第
十
三
条―

第
二
十
八
条
□ 

 

 

主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
□
平
成
六
年
法
律
第
百

十
三
号
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 
 

 
 

□
第
二
節 

適
正
か
つ
円
滑
な
流
通
の
確
保
に
関
す
る
措
置 

 
 

 
 

 
 

第
一
款 

生
産
調
整
方
針
□
第
五
条―

第
七
条
□ 

 

目
次
中 

 

第
一
款
の
二 

米
穀
の
出
荷
又
は
販
売
の
事
業
を
行
う
者
の
遵 

 
 

 
 

 
 

第
二
款 

米
穀
安
定
供
給
確
保
支
援
機
構
□
第
八
条―

第
十
七 

 
 

 
 

 
 

第
三
款 

米
穀
価
格
形
成
セ
ン
タ
□
□
第
十
八
条―

第
二
十
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

□
第
二
節 

生
産
者
に
よ
る
需 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
三
節 

適
正
か
つ
円
滑
な 

守
事
項
□
第
七
条
の
二
・
第
七
条
の
三
□ 

を 
 

第
一
款 

米
穀
の
出
荷
又 

条
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
款 

米
穀
等
取
扱
事 

条
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□ 
 

 

第
三
款 

米
穀
安
定
供
給 

要
に
応
じ
た
生
産
□
第
五
条
□ 

流
通
の
確
保
に
関
す
る
措
置 

は
販
売
の
事
業
を
行
う
者
の
遵
守
事
項
□
第
六
条
・
第
七
条
□ 

業
を
行
う
者
に
よ
る
米
穀
の
円
滑
な
流
通
の
確
保
に
資
す
る
措
置
等
□
第
八
条 

確
保
支
援
機
構
□
第
十
三
条―

第
二
十
八
条
□ 
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に
□
□
第
三
節
□
を
□
第
四
節
□
に
□
□
第
四
節 

政
府
以 

―

第
十
二
条
□ 

 
 

 
 

 
 

□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□
第
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
六 

節 

民
間
備
蓄
□
第
三
十
三
条
の
二―

第
三
十
三
条
の
八
□ 

節 

政
府
以
外
の
者
の
行
う
輸
入
及
び
輸
出
□
第
三
十
四
条―

第
三
十
六
条
□ 

 

□ 

 

第
三
条
第
二
項
中
□
生
産
量
の
減
少
□
を
□
消
費
量
が
そ
の
生
産
量
を
上
回

る
こ
と
等
□
に
改
め
る
□ 

 

第
二
章
中
第
三
節
を
第
四
節
と
し
□
同
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
□ 

 
 

 
 

第
五
節 

民
間
備
蓄 

□
基
準
保
有
量
の
届
出
□ 

第
三
十
三
条
の
二 

米
穀
の
出
荷
又
は
販
売
の
事
業
を
行
う
者
で
あ
□
て
□
民

間
備
蓄
□
民
間
事
業
者
に
お
い
て
□
米
穀
の
消
費
量
が
そ
の
生
産
量
を
上
回

る
こ
と
等
に
よ
り
そ
の
供
給
が
不
足
す
る
事
態
に
お
い
て
迅
速
に
そ
の
米
穀

の
譲
渡
し
を
行
う
た
め
に
次
条
の
規
定
に
よ
る
米
穀
の
常
時
保
有
を
す
る
こ

と
を
い
う
□
□
を
行
う
能
力
が
あ
る
も
の
と
し
て
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る

米
穀
の
数
量
が
政
令
で
定
め
る
規
模
以
上
で
あ
る
も
の
□
以
下
□
民
間
備
蓄

  
 

 
 

 
 

 

に
□
□
第
三
節
□
を
□
第
四
節
□
に
□
□
第
四
節 

政
府
以 

―

第
十
二
条
□ 

 
 

 
 

 
 

□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□
第
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
六 

節 

民
間
備
蓄
□
第
三
十
三
条
の
二―

第
三
十
三
条
の
八
□ 

節 

政
府
以
外
の
者
の
行
う
輸
入
及
び
輸
出
□
第
三
十
四
条―

第
三
十
六
条
□ 

 

□ 

 

第
三
条
第
二
項
中
□
生
産
量
の
減
少
に
よ
り
そ
の
□
を
削
る
□ 

  

第
二
章
中
第
三
節
を
第
四
節
と
し
□
同
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
□ 

 
 

 
 

第
五
節 

民
間
備
蓄 

□
基
準
保
有
量
の
届
出
□ 

第
三
十
三
条
の
二 

米
穀
の
出
荷
又
は
販
売
の
事
業
を
行
う
者
で
あ
□
て
□
民

間
備
蓄
□
民
間
事
業
者
に
お
い
て
□
米
穀
の
供
給
が
不
足
す
る
事
態
に
お
い

て
迅
速
に
そ
の
米
穀
の
譲
渡
し
を
行
う
た
め
に
次
条
の
規
定
に
よ
る
米
穀
の

常
時
保
有
を
す
る
こ
と
を
い
う
□
□
を
行
う
能
力
が
あ
る
も
の
と
し
て
そ
の

事
業
の
用
に
供
す
る
米
穀
の
数
量
が
政
令
で
定
め
る
規
模
以
上
で
あ
る
も
の

□
以
下
□
民
間
備
蓄
事
業
者
□
と
い
う
□
□
は
□
毎
年
□
農
林
水
産
省
令
で

外
の
者
の
行
う
輸
入
及
び
輸
出
□
第
三
十
四
条―

第
三
十
六
条
□
□
を 

に
□
□
第
五
節
□
を
□
第
七
節
□
に
改
め
る
□ 

外
の
者
の
行
う
輸
入
及
び
輸
出
□
第
三
十
四
条―

第
三
十
六
条
□
□
を 

に
□
□
第
五
節
□
を
□
第
七
節
□
に
改
め
る
□ 
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事
業
者
□
と
い
う
□
□
は
□
毎
年
□
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
□
そ
の
年
の
基
準
保
有
量
□
民
間
備
蓄
事
業
者
が
常
時
保
有
す
べ
き
も
の

と
し
て
□
当
該
民
間
備
蓄
事
業
者
の
そ
の
年
の
前
年
の
米
穀
の
出
荷
数
量
又

は
販
売
数
量
を
基
礎
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

さ
れ
る
米
穀
の
数
量
を
い
う
□
以
下
同
じ
□
□
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定

め
る
事
項
を
農
林
水
産
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

２ 

□
略
□ 

第
三
十
三
条
の
三
□
第
三
十
三
条
の
八 

□
略
□ 

  

第
二
章
中
第
二
節
を
第
三
節
と
し
□
第
一
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
□ 

 
 

 
 

第
二
節 

需
要
に
応
じ
た
生
産
の
推
進 

 

□
生
産
者
に
よ
る
需
要
に
応
じ
た
生
産
□ 

第
五
条 

米
穀
の
生
産
者
は
□
米
穀
の
生
産
を
行
う
に
当
た
□
て
は
□
主
体
的

に
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
見
通
し
そ
の
他
の
情
報
を
踏
ま
え
て
需
要
に

応
じ
た
生
産
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
□ 

２ 

米
穀
の
生
産
者
又
は
出
荷
の
事
業
を
行
う
者
の
組
織
す
る
団
体
は
□
そ
の

直
接
又
は
間
接
の
構
成
員
た
る
米
穀
の
生
産
者
が
行
う
米
穀
の
需
要
に
応
じ

た
生
産
に
関
し
□
必
要
な
助
言
□
協
力
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
□ 

３ 

地
方
公
共
団
体
は
□
そ
の
区
域
の
特
性
に
応
じ
□
米
穀
の
生
産
者
が
主
体

的
に
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
□
当
該
区
域
内
で
生

産
さ
れ
る
米
穀
の
需
給
の
見
通
し
そ
の
他
の
当
該
区
域
に
お
け
る
米
穀
の
生

産
者
に
よ
る
需
要
に
応
じ
た
生
産
に
資
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
努
め

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
□
そ
の
年
の
基
準
保
有
量
□
民
間
備
蓄
事
業
者
が
常

時
保
有
す
べ
き
も
の
と
し
て
□
当
該
民
間
備
蓄
事
業
者
の
そ
の
年
の
前
年
の

米
穀
の
出
荷
数
量
又
は
販
売
数
量
を
基
礎
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
米
穀
の
数
量
を
い
う
□
以
下
同
じ
□
□
そ
の
他

農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
を
農
林
水
産
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
□ 

２ 

□
略
□ 

第
三
十
三
条
の
三
□
第
三
十
三
条
の
八 

□
略
□ 

  

第
二
章
中
第
二
節
を
第
三
節
と
し
□
第
一
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
□ 

 
 

 
 

第
二
節 

生
産
者
に
よ
る
需
要
に
応
じ
た
生
産 

 

第
五
条 

米
穀
の
生
産
者
は
□
米
穀
の
生
産
を
行
う
に
当
た
□
て
は
□
主
体
的

に
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
見
通
し
そ
の
他
の
情
報
を
踏
ま
え
て
需
要
に

応
じ
た
生
産
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
□ 

２ 

米
穀
の
生
産
者
又
は
出
荷
の
事
業
を
行
う
者
の
組
織
す
る
団
体
は
□
そ
の

直
接
又
は
間
接
の
構
成
員
た
る
米
穀
の
生
産
者
が
行
う
米
穀
の
需
要
に
応
じ

た
生
産
に
関
し
□
必
要
な
助
言
□
協
力
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
□ 

３ 
地
方
公
共
団
体
は
□
そ
の
区
域
の
特
性
に
応
じ
□
米
穀
の
生
産
者
が
主
体

的
に
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
□
当
該
区
域
内
で
生

産
さ
れ
る
米
穀
の
需
給
の
見
通
し
そ
の
他
の
当
該
区
域
に
お
け
る
米
穀
の
生

産
者
に
よ
る
需
要
に
応
じ
た
生
産
に
資
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
努
め
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る
も
の
と
す
る
□ 

□
削
る
□ 

    

□
政
府
の
責
務
等
□ 

第
五
条
の
二 

政
府
は
□
米
穀
の
需
要
に
応
じ
た
生
産
が
個
々
の
米
穀
の
生
産

者
に
よ
る
取
組
の
み
に
よ
□
て
確
保
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
□
米
穀
の
生
産
□
流
通
及
び
消
費
□
政
府
に
よ
る
米
穀
の
備
蓄
並
び
に
民

間
事
業
者
に
よ
る
米
穀
の
在
庫
と
し
て
の
保
有
の
状
況
等
□
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
□
米
穀
の
生
産
□
流
通
及
び
消
費
等
の
状
況
等
□
と
い
う
□
□
を
総

合
的
に
勘
案
し
て
□
米
穀
の
生
産
者
に
よ
る
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
推
進
す

る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
□ 

２ 

政
府
は
□
米
穀
の
生
産
者
に
よ
る
需
要
に
応
じ
た
生
産
が
可
能
と
な
る
よ

う
□
米
穀
の
生
産
□
流
通
及
び
消
費
等
の
状
況
等
を
継
続
的
か
つ
適
確
に
把

握
し
□
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
見
通
し
を
よ
り
適
確
な
も
の
と
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
□ 

３ 

政
府
は
□
前
二
項
の
施
策
を
講
ず
る
に
当
た
□
て
は
□
米
穀
の
需
給
が
そ

の
消
費
の
動
向
□
気
象
条
件
□
国
際
情
勢
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
変
動
し
得

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
□
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
見
通
し
と
米

穀
の
需
給
の
実
情
と
の
間
に
お
い
て
差
異
が
生
じ
得
る
こ
と
を
特
に
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

る
も
の
と
す
る
□ 

４ 

政
府
は
□
米
穀
の
生
産
者
に
よ
る
需
要
に
応
じ
た
生
産
が
可
能
と
な
る
よ

う
□
米
穀
の
新
た
な
需
要
の
開
拓
に
関
す
る
施
策
□
米
穀
の
輸
出
の
促
進
に

関
す
る
施
策
□
米
穀
に
係
る
農
業
の
生
産
性
の
向
上
に
関
す
る
施
策
そ
の
他

関
連
施
策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
□
米
穀
の
生
産
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る

も
の
と
す
る
□ 

 

□
新
設
□ 
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４ 
政
府
は
□
毎
年
□
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
見
通
し
に
関
す
る
次
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
□
そ
の
結
果
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
□ 

一 

当
該
見
通
し
を
策
定
す
る
際
に
行
□
た
米
穀
の
需
給
の
動
向
に
関
す
る

調
査
及
び
分
析
の
結
果 

二 

当
該
見
通
し
と
米
穀
の
需
給
の
実
情
と
の
間
に
お
い
て
生
じ
た
差
異 

三 

前
号
の
差
異
が
生
じ
た
原
因 

四 

そ
の
他
必
要
な
事
項 

５ 

政
府
は
□
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
見
通
し
と
米
穀
の
需
給
の
実
情
と

の
間
に
お
い
て
著
し
い
差
異
が
生
じ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
□
速
や
か

に
□
米
穀
の
生
産
□
流
通
及
び
消
費
等
の
状
況
等
を
改
め
て
適
確
に
把
握
し

た
上
で
□
当
該
著
し
い
差
異
が
生
じ
た
原
因
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
□
当
該

著
し
い
差
異
が
生
じ
た
旨
□
そ
の
把
握
し
た
米
穀
の
生
産
□
流
通
及
び
消
費

等
の
状
況
等
及
び
当
該
検
証
の
結
果
に
つ
い
て
国
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
□ 

６ 

政
府
は
□
前
項
の
著
し
い
差
異
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
米
穀
の
価
格
が
著

し
く
変
動
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
□
速
や
か
に
□
米
穀
の
需
給
の
安
定

を
図
り
□
及
び
こ
れ
を
通
じ
て
そ
の
価
格
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

７ 

政
府
は
□
米
穀
の
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
推
進
す
る
に
当
た
□
て
は
□
米

穀
の
新
た
な
需
要
の
開
拓
に
関
す
る
施
策
□
米
穀
の
輸
出
の
促
進
に
関
す
る

施
策
□
米
穀
に
係
る
農
業
の
生
産
性
の
向
上
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
関
連
施

策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
□
米
穀
の
生
産
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
も
の
と
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す
る
□ 

 
 

 
 


